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１．損益の状況 

(1)じもとホールディングス連結 

○ じもとホールディングスの連結経常収益は338億38百万円、連結経常利益は20億36百万円、連結当期純利益 
  は19億50百万円となりました。 
○ じもとホールディングスの設立に際して、企業結合会計上の取得企業をきらやか銀行としたため、平成25年3月 
   期の連結決算は、きらやか銀行の連結決算を基礎に、仙台銀行の平成24年10月1日から平成25年3月31日まで 
    の連結決算を連結したものとなっております。 

(2)２行合算 

1 

(単位：百万円、％)

前期比 増減率

- 33,838 - -

- 2,036 - -

- 1,950 - -連 結 当 期 純 利 益

連 結 経 常 収 益

連 結 経 常 利 益

25年3月期24年3月期

○ 2行合算の経常収益は、前年同期比31億81百万円増加の437億27百万円となりました。 
○ 銀行の本業の収益力を表すコア業務純益は、役務取引等利益の増加や物件費の減少等により、前年同期比   
  15億97百万円増加の78億35百万円となりました。 
○ 経常利益は前年同期比101億89百万円増加の35億73百万円、当期純利益は前年同期比113億92百万円増加 
  の34億24百万円となりました。 

(単位：百万円、％)

前期比 増減率

40,545 43,727 3,181 7.8

31,816 33,937 2,120 6.6

30,539 30,436 △ 102 △ 0.3

2,355 2,738 383 16.2

△ 1,078 761 1,839 -

う ち 国 債 等 債 券 損 益 △ 1,155 506 1,662 -

26,734 25,595 △ 1,139 △ 4.2

12,494 12,492 △ 2 △ 0.0

12,868 11,744 △ 1,124 △ 8.7

5,082 8,342 3,260 64.1

6,237 7,835 1,597 25.6

646 △ 734 △ 1,381 -

4,435 9,076 4,641 104.6

△ 11,051 △ 5,502 5,548 -

5,355 2,762 △ 2,592 △ 48.4

う ち 個 別 貸 倒 引 当 金 繰 入 額 4,666 1,158 △ 3,507 △ 75.1

- 2,130 2,130 -

△ 4,363 △ 498 3,865 -

△ 6,615 3,573 10,189 -

△ 479 △ 157 321 -

△ 7,968 3,424 11,392 -

5,827 △ 134 △ 5,962 -

う ち 株 式 等 関 係 損 益

25年3月期

業 務 粗 利 益

経 常 収 益

与 信 関 係 費 用

そ の 他 業 務 利 益

業 務 純 益 （ 一 般 貸 倒 繰 入 前 ）

コ ア 業 務 純 益

一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 額

業 務 純 益

臨 時 損 益

経 費 （ 除 く 臨 時 処 理 分 ）

経 常 利 益

特 別 損 益

当 期 純 利 益

う ち 貸 倒 引 当 金 戻 入 益

24年3月期

資 金 利 益

役 務 取 引 等 利 益

う ち 人 件 費

う ち 物 件 費

う ち 不 良 債 権 処 理 額
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１．損益の状況 

(3)きらやか銀行単体 

(4)仙台銀行単体 

(単位：百万円、％)

前期比 増減率

15,267 17,751 2,483 16.2

11,558 12,524 965 8.3

10,830 11,084 253 2.3

973 1,342 369 37.9

△ 245 97 342 -

う ち 国 債 等 債 券 損 益 △ 304 92 397 -

11,089 10,704 △ 384 △ 3.4

4,952 4,951 △ 0 △ 0.0

5,485 5,135 △ 350 △ 6.3

469 1,820 1,350 287.6

774 1,727 952 123.0

1,003 - △ 1,003 -

△ 533 1,820 2,353 -

△ 7,718 609 8,328 -

3,654 112 △ 3,541 △ 96.9

うち個別貸倒引当金繰入額 3,429 - △ 3,429 -

- 2,130 2,130 -

△ 3,896 △ 385 3,511 -

△ 8,251 2,429 10,681 -

△ 315 △ 128 187 -

△ 9,504 2,350 11,855 -

4,636 △ 2,049 △ 6,686 -

業 務 純 益

臨 時 損 益

一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 額

う ち 物 件 費

コ ア 業 務 純 益

24年3月期 25年3月期

経 常 収 益

経 費 （ 除 く 臨 時 処 理 分 ）

う ち 人 件 費

業務純益（一般貸倒繰入前）

役 務 取 引 等 利 益

そ の 他 業 務 利 益

業 務 粗 利 益

資 金 利 益

う ち 貸 倒 引 当 金 戻 入 益

う ち 株 式 等 関 係 損 益

経 常 利 益

与 信 関 係 費 用

特 別 損 益

当 期 純 利 益

う ち 不 良 債 権 処 理 額

○ 経常収益は、貸出金利息が減少した
ものの、有価証券関係収益が増加し
たこと等から、前年同期比6億97百万
円増加の259億75百万円（増減率
2.7％）の増収となりました。 

 
○ 銀行の本業の収益力を表すコア業務

純益は、資金利益が減少したものの、
物件費の減少等により、前年同期比6
億44百万円増加の61億8百万円（増
減率11.8％）の増益となりました。 

 
○ 与信関係費用は、前年同期比7億23

百万円増加の19億15百万円となりま
した。また、事業再生専門子会社によ
る積極的な企業支援に取り組み、子
会社による個別貸倒引当金18億95百
万円を計上しました。 

 
○ この結果、経常利益は前年同期比4

億92百万円減少の11億43百万円、当
期純利益は前年同期比4億62百万円
減少の10億73百万円の減益となりま
した。 

 
○ 経常収益は、有価証券利息配当金及

び役務取引等収益の増加、貸倒引当
金戻入益の計上等により、前年同期
比24億83百万円増加の177億51百万
円（増減率16.2％）の増収となりました。 

 
○ 銀行の本業の収益力を表すコア業務

純益は、資金利益及び役務取引等利
益の増加や物件費の減少などから、
前年同期比9億52百万円増加の17億
27百万円（増減率123.0％）の増益と
なりました。 

 
○ 与信関係費用は、貸倒引当金戻入益

21億30百万円の計上により、前年同
期比66億86百万円減少の20億49百
万円の戻入れとなりました。 

 
○ この結果、経常利益は、前年同期比

106億81百万円増加の24億29百万円、
当期純利益は前年同期比118億55百
万円増加の23億50百万円となりまし
た。 

(単位：百万円、％)

前期比 増減率

25,278 25,975 697 2.7

20,258 21,412 1,154 5.6

19,708 19,352 △ 356 △ 1.8

1,382 1,396 14 1.0

△ 832 664 1,497 -

う ち 国 債 等 債 券 損 益 △ 850 414 1,264 -

15,645 14,890 △ 754 △ 4.8

7,542 7,541 △ 1 △ 0.0

7,382 6,608 △ 774 △ 10.4

4,612 6,522 1,909 41.3

5,463 6,108 644 11.8

△ 356 △ 734 △ 377 -

4,969 7,256 2,287 46.0

△ 3,333 △ 6,112 △ 2,779 -

1,700 2,649 948 55.7

うち個別貸倒引当金繰入額 1,236 1,158 △ 78 △ 6.3

△ 466 △ 112 353 -

1,636 1,143 △ 492 △ 30.0

△ 163 △ 29 134 -

1,536 1,073 △ 462 △ 30.1

1,191 1,915 723 60.7与 信 関 係 費 用

24年3月期

特 別 損 益

当 期 純 利 益

う ち 株 式 等 関 係 損 益

経 常 利 益

業 務 純 益

臨 時 損 益

う ち 不 良 債 権 処 理 額

業 務 粗 利 益

資 金 利 益

役 務 取 引 等 利 益

そ の 他 業 務 利 益

経 費 （ 除 く 臨 時 処 理 分 ）

コ ア 業 務 純 益

一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 額

う ち 人 件 費

経 常 収 益

業務純益（一般貸倒繰入前）

う ち 物 件 費

25年3月期
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(1)じもとホールディングス連結 

２．自己資本比率の状況 

(3)仙台銀行 

(2)きらやか銀行 

自己資本比率(単体)の推移 

○ 単体自己資本比率はリスクアセットは増加したものの、24年12月に 
  震災特例の金融機能強化法に基づく資本増強を実施したことから、 
  24年3月末比1.24ポイント上昇し10.34％となりました。 

○ 単体自己資本比率は、当期純利益23億50百万円の計上により自己 
    資本額（分子）が増加した一方で、貸出金残高の増加に伴いリスク 
    アセット（分母）が増加したことなどから、24年3月末比0.84ポイント 
    低下の11.16％となりました。  

（単位：％）

24年
3月末比

24年
9月末比

自己資本比率 9.10 8.97 10.34 1.24 1.37

Ｔｉｅｒ１比率 7.39 7.30 8.76 1.37 1.46

自己資本比率 9.13 9.12 10.53 1.40 1.41

Ｔｉｅｒ１比率 7.39 7.44 8.93 1.54 1.49
連結

24年
3月末

24年
9月末

25年
3月末

単体

○ じもとホールディングスの連結自己資本比率は10.67％、Tier1比率は 
    9.31％となりました。 

（単位：％）

24年
3月末比

24年
9月末比

－ － 10.67 － －

－ － 9.31 － －Ｔｉｅｒ１比率

24年
3月末

24年
9月末

25年
3月末

連結自己資本比率

38,549
36,878 38,899

33,208 35,142
35,142

12.00 12.10

11.16
10.80 10.93

10.18

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

24年3月末 24年9月末 25年3月末

7.00

8.00

9.00

10.00

11.00

12.00

13.00

14.00

自己資本額 基本項目（Ｔｉｅｒ１） 自己資本比率 Ｔｉｅｒ１比率

(百万円) (％)

（単位：％）

24年
3月末比

24年
9月末比

自己資本比率 12.00 12.10 11.16 △ 0.84 △ 0.94

Ｔｉｅｒ１比率 10.80 10.93 10.18 △ 0.62 △ 0.75

自己資本比率 11.80 11.91 11.00 △ 0.80 △ 0.91

Ｔｉｅｒ１比率 10.42 10.57 9.85 △ 0.57 △ 0.72
連結

単体

24年
3月末

24年
9月末

25年
3月末

自己資本比率(単体)の推移 

58,989 59,347

67,617

47,903 48,321

57,272

9.10 8.97

10.34

7.39 7.30

8.76

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

24年3月末 24年9月末 25年3月末

4.00

5.00

6.00

7.00

8.00

9.00

10.00

11.00

自己資本額 基本項目（Ｔｉｅｒ１） 自己資本比率 Ｔｉｅｒ１比率

(百万円) (％)

106,192

92,685

10.67

9.31

60,000

70,000

80,000

90,000

100,000

110,000

120,000

24年3月末 24年9月末 25年3月末

6.00

7.00

8.00

9.00

10.00

11.00

12.00

自己資本額 基本項目（Ｔｉｅｒ１） 自己資本比率 Ｔｉｅｒ１比率

(百万円) (％)



6,720 7,006 7,021

3,773 3,753 3,833

1,589 1,891 2,014
1,730

1,781 2,023
13,813

14,434 14,891

0

4,000

8,000

12,000

16,000

23年3月末 24年3月末 25年3月末

中小企業向け貸出 消費者ローン 地公体向け貸出 その他

（単位：億円）

4,722 4,820 4,692

2,382 2,395 2,369

639 757 914
1,174 1,291 1,342

8,919 9,265 9,318

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

23年3月末 24年3月末 25年3月末

中小企業向け貸出 消費者ローン 地公体向け貸出 その他

（単位：億円）

1,997 2,185 2,329

1,390 1,358
1,463

950
1,134

1,100
555

490
6804,894

5,168
5,573

0

2,000

4,000

6,000

23年3月末 24年3月末 25年3月末

中小企業向け貸出 消費者ローン 地公体向け貸出 その他

（単位：億円）
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３．貸出金の状況 

(1)2行合算 

(2)きらやか銀行 

(3)仙台銀行 

○ 2行合算の貸出金残高は、24年3月末比457億45百万円増加の1兆 
    4,891億94百万円となりました。 

（単位：百万円、％）

24年
3月末比

増減率

926,593 931,867 5,273 0.5

482,098 469,212 △ 12,885 △ 2.6

239,579 236,984 △ 2,595 △ 1.0

うち住宅ローン 227,254 224,623 △ 2,631 △ 1.1

75,735 91,410 15,675 20.6

うち消費者ローン

うち地方公共団体向け貸出

24年
3月末

25年
3月末

貸 出 金 （ 末 残 ）

うち中小企業向け貸出残高

（単位：百万円、％）

24年
3月末比

増減率

516,856 557,327 40,471 7.8

218,591 232,914 14,323 6.5

135,817 146,320 10,503 7.7

うち住宅ローン 125,408 136,085 10,677 8.5

113,445 110,052 △ 3,392 △ 2.9

24年
3月末

25年
3月末

貸 出 金 （ 末 残 ）

うち中小企業向け貸出残高

うち消費者ローン

うち地方公共団体向け貸出

○ 貸出金残高(末残)は、24年3月末比52億73百万円増加の9,318億67 
  百万円となりました。 
○ 中小企業向け貸出は、24年3月末比128億85百万円減少の4,692億 
  12百万円となりましたが、主な要因としましては24年5月にきらやか 
  銀行100％子会社である「きらやかターンアラウンド・パートナーズ㈱」 
  へ貸出債権125億59百万円を移管したためであります。 
○ 消費者ローンは、24年3月末比25億95百万円減少の2,369億84百万 
  円となりました。 
○ 地方公共団体向け貸出は、24年3月末比156億75百万円増加の914 
  億10百万円となりました。 

○ 貸出金残高は、24年3月末比404億71百万円増加の5,573億27百万 
  円となりました。 
○ 中小企業向け貸出は、震災復旧・復興に係る様々な資金需要に積 
  極的に対応してきたことから、24年3月末比143億23百万円増加の 
  2,329億14百万円となりました。 
○ 消費者ローンは、住宅ローン貸出残高の増加により、24年3月末比 
  105億3百万円増加の1,463億20百万円となりました。 
○ 地方公共団体向け貸出は、24年3月末比33億92百万円減少の1,100 
  億52百万円となりました。 

（単位：百万円、％）

24年
3月末比

増減率

1,443,449 1,489,194 45,745 3.1

700,689 702,127 1,437 0.2

375,397 383,304 7,907 2.1

うち住宅ローン 352,662 360,708 8,045 2.2

189,180 201,462 12,282 6.4

うち消費者ローン

うち地方公共団体向け貸出

24年
3月末

25年
3月末

貸 出 金 （ 末 残 ）

うち中小企業向け貸出残高



14,622 15,409 15,738

3,471
4,174 4,390835
865

1,84119,015
20,541

22,054

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

23年3月末 24年3月末 25年3月末

個人預金 法人預金 公金預金 その他

（単位：億円）

5,792
6,425 6,357

1,167

1,570 1,647700

777
1,617

7,681

8,797
9,640

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

23年3月末 24年3月末 25年3月末

個人預金 法人預金 公金預金 その他

（単位：億円）

（単位：百万円、％）

24年
3月末比

増減率

2,054,198 2,205,421 151,222 7.3

うち個人預金 1,540,997 1,573,853 32,856 2.1

うち法人預金 417,460 439,090 21,630 5.1

うち公金預金 86,535 184,105 97,570 112.7

24年
3月末

預金(譲渡性預金含む) （末残）

25年
3月末

（単位：百万円、％）

24年
3月末比

増減率

879,707 964,011 84,303 9.5

うち個人預金 642,588 635,713 △ 6,875 △ 1.0

うち法人預金 157,074 164,771 7,696 4.9

うち公金預金 77,711 161,751 84,040 108.1

25年
3月末

預金(譲渡性預金含む) （末残）

24年
3月末

8,830 8,984 9,381

2,303 2,603
2,743

134
88

22311,334 11,744
12,414

0

4,000

8,000

12,000

23年3月末 24年3月末 25年3月末

個人預金 法人預金 公金預金 その他

（単位：億円）

４．預金（譲渡性預金を含む）の状況 

(1)2行合算 

(2)きらやか銀行 

(3)仙台銀行 

○ 2行合算の預金残高は、24年3月末比1,512億22百万円増加の2兆 
  2,054億21百万円となりました。 

○ 預金残高は、個人預金・法人預金・公金預金の全てが増加したこと 
  により、24年3月末比669億19百万円増加の1兆2,414億10百万円と 
  なりました。 
○ 個人預金は、経営統合記念で実施したキャンペーン預金やインター 
  ネット支店の震災復興定期への預入増加により、24年3月末比397億 
  31百万円増加の9,381億40百万円となりました。 
○ 法人預金は、震災以降、企業の手元流動性預金が増加していること 
  等から、24年3月末比139億33百万円増加の2,743億19百万円となり 
  ました。 
○ 公金預金は、24年3月末比135億29百万円増加の223億53百万円と 
  なりました。   

○ 預金残高は、公金預金や法人預金の増加により、24年3月末比843 
  億3百万円増加の9,640億11百万円となりました。 
○ 個人預金は、被災者の住宅修繕など復興資金としての払出しや預 
  かり資産への移行などにより、24年3月末比68億75百万円減少の 
  6,357億13百万円となりました。 
○ 法人預金は、企業の手持資金の増加などにより、24年3月末比76億 
  96百万円増加の1,647億71百万円となりました。 
○ 公金預金は、24年3月末比840億40百万円増加の1,617億51百万円と 
  なりました。 
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（単位：百万円、％）

24年
3月末比

増減率

1,174,490 1,241,410 66,919 5.6

うち個人預金 898,409 938,140 39,731 4.4

うち法人預金 260,386 274,319 13,933 5.3

うち公金預金 8,824 22,353 13,529 153.3

24年
3月末

25年
3月末

預金(譲渡性預金含む) （末残）
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５．預かり資産の状況 
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(1)2行合算 

(2)きらやか銀行 

(3)仙台銀行 

○ 2行合算の預かり残高は、24年3月比201億48百万円増加の2,406億 
  95百万円となりました。 

○ 預かり資産残高は、24年3月末比95億11百万円増加の1,754億8百 
  万円となりました。 
○ 投資信託は、株式市場が回復傾向にあり、基準価額が上昇したこと 
  等から、24年3月末比11億25百万円増加の437億40百万円となりま 
  した。 
○ 公共債は、24年3月末比9億22百万円減少の81億88百万円となりま 
  した。 
○ 生命保険は、安定志向にあるお客様ニーズを取り込んだこと等から、 
  24年3月末比93億7百万円増加の1,234億79百万円となりました。 

（単位：百万円、％）

24年
3月末比

増減率

220,547 240,695 20,148 9.1

うち投信信託 51,842 53,989 2,147 4.1

うち公共債（国債等） 32,273 29,194 △ 3,079 △ 9.5

うち生命保険 136,431 157,511 21,080 15.4

（注）生命保険残高は、成約累計残高としており、解約分は考慮しておりません。

25年
3月末

24年
3月末

預かり資産（末残）

（単位：百万円、％）

24年
3月末比

増減率

165,897 175,408 9,511 5.7

うち投信信託 42,614 43,740 1,125 2.6

うち公共債（国債等） 9,110 8,188 △ 922 △ 10.1

うち生命保険 114,172 123,479 9,307 8.1

（注）生命保険残高は、成約累計残高としており、解約分は考慮しておりません。

預かり資産（末残）

25年
3月末

24年
3月末

（単位：百万円、％）

24年
3月末比

増減率

54,649 65,287 10,637 19.4

うち投信信託 9,227 10,248 1,021 11.0

うち公共債（国債等） 23,162 21,005 △ 2,157 △ 9.3

うち生命保険 22,259 34,032 11,772 52.8

（注）生命保険残高は、成約累計残高としており、解約分は考慮しておりません。

25年
3月末

預かり資産（末残）

24年
3月末

○ 預かり資産残高は、生命保険の増加により、24年3月末比106億37
百万円増加の652億87百万円となりました。 

○ 投資信託は、株式市場が回復傾向にあり、基準価額が上昇したこ
となどから、24年3月末比10億21百万円増加の102億48百万円とな
りました。 

○ 公共債は、24年3月末比21億57百万円減少の210億5百万円となり
ました。 

○ 生命保険は、営業店と資産運用サポートチームの販売強化により、
24年3月末比117億72百万円増加の340億32百万円となりました。 



○ 有価証券残高は、預金残高が増加したことに伴い、債券を中心に運用したことから、24年3月末比451億41百 
  万円増加の3,277億94百万円となりました。 
○ その他有価証券の評価損益は、市場の回復に伴い24年3月末比39億43百万円改善し、37億94百万円の評価 
  益となりました。 
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（単位：億円）

①有価証券の残高 （単位：百万円、％）

24年
3月末比

増減率

626,824 694,515 67,691 10.7

国 債 232,922 228,371 △ 4,551 △ 1.9

地 方 債 87,157 92,524 5,367 6.1

社 債 210,969 283,187 72,218 34.2

株 式 15,087 20,397 5,309 35.1

そ の 他 証 券 80,686 70,034 △ 10,652 △ 13.2

25年
3月末

24年
3月末

有 価 証 券
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（単位：億円）
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６．有価証券の状況 
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(1)２行合算 

(2)きらやか銀行 

(3)仙台銀行 

②その他有価証券の評価損益 （単位：百万円）

24年
3月末比

2,395 11,246 8,850

株 式 76 1,918 1,841

債 券 4,647 9,898 5,250

そ の 他 △ 2,328 △ 570 1,758

25年
3月末

そ の 他 有 価 証 券

24年
3月末

②その他有価証券の評価損益 （単位：百万円）

24年
3月末比

△ 149 3,794 3,943

株 式 △ 99 293 393

債 券 1,637 4,363 2,725

そ の 他 △ 1,686 △ 862 824

25年
3月末

そ の 他 有 価 証 券

24年
3月末

②その他有価証券の評価損益 （単位：百万円）

24年
3月末比

2,544 7,451 4,907

株 式 176 1,624 1,448

債 券 3,009 5,534 2,525

そ の 他 △ 641 291 933

25年
3月末

そ の 他 有 価 証 券

24年
3月末

(注)その他有価証券の評価については、決算日の市場価格に基づいております。 

○ 2行合算の有価証券残高は、24年3月末比676億91百万円増加の6,945億15百万円となりました。 
○ その他有価証券の評価損益は、24年3月末比88億50百万円改善し、112億46百万円の評価益となりました。 

①有価証券の残高 （単位：百万円、％）

24年
3月末比

増減率

344,171 366,721 22,549 6.5

国 債 143,610 120,502 △ 23,108 △ 16.0

地 方 債 60,208 65,492 5,283 8.7

社 債 109,215 147,785 38,570 35.3

株 式 7,787 8,872 1,084 13.9

そ の 他 証 券 23,349 24,069 719 3.0

有 価 証 券

24年
3月末

25年
3月末

○ 有価証券残高は、預金残高の増加に伴い社債や地方債等による運用額を増加したことなどから、24年3月末比
225億49百万円増加の3,667億21百万円となりました。 

○ その他有価証券の評価損益は、市場の回復に伴い24年3月末比49億7百万円改善し、74億51百万円の評価益
となりました。 

①有価証券の残高 （単位：百万円、％）

24年
3月末比

増減率

282,652 327,794 45,141 15.9

国 債 89,311 107,868 18,557 20.7

地 方 債 26,948 27,032 83 0.3

社 債 101,753 135,402 33,648 33.0

株 式 7,300 11,525 4,224 57.8

そ の 他 証 券 57,337 45,965 △ 11,372 △ 19.8

有 価 証 券

25年
3月末

24年
3月末



（単位：百万円、％）

24年
3月末比

24年
9月末比

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 10,899 9,739 8,692 △ 2,207 △ 1,046

危 険 債 権 66,587 52,049 50,072 △ 16,514 △ 1,977

要 管 理 債 権 4,477 4,854 4,634 157 △ 220

合　　　計　　（Ａ） 81,964 66,643 63,399 △ 18,565 △ 3,244

正 常 債 権 1,381,485 1,404,773 1,446,288 64,802 41,515

総　　与　　信　　額　　（Ｂ） 1,463,450 1,471,416 1,509,687 46,236 38,270

（　Ａ　／　Ｂ） 5.60 4.52 4.19 △ 1.41 △ 0.33

25年
3月末

24年
3月末

24年
9月末

７．金融再生法開示債権の状況 

(1)金融再生法開示債権残高 

①２行合算 

○ 2行合算の金融再生法開示債権残高は、24年 
  3月末比185億65百万円減少の633億99百 
  万円となりました。 
○ 総与信額に対する比率は、24年3月末比1.41 
  ポイント低下の4.19％となりました。 

②-1きらやか銀行 

③仙台銀行 

○ 金融再生法開示債権の残高（要管理債権以 
  下の合計額）は、復興需要に伴い一部取引先 
  のランクアップや約定返済などから、24年3月 
  末比34億30百万円減少の277億99百万円と 
  なりました。 
○ 総与信額に占める割合は、24年3月末比1.04 
  ポイント低下の4.96％となりました。  
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②-2きらやか銀行（きらやかターンアラウンド・パートナーズ㈱ 【※】 を含む） 

【※】きらやかターンアラウンド・パートナーズ㈱は、従来きらやか銀行事業再生部が所管する業務を、吸収分割の 
   手法により移管させて設立した会社です。同社では、企業再生支援、債権管理、回収に関する業務などを 
   日本政策投資銀行と共同で実施しております。 

（単位：百万円、％）

24年
3月末比

24年
9月末比

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 6,135 5,353 4,704 △ 1,430 △ 648

危 険 債 権 40,507 26,440 26,730 △ 13,777 289

要 管 理 債 権 4,091 4,339 4,164 73 △ 175

合　　　計　　（Ａ） 50,734 36,133 35,599 △ 15,135 △ 534

正 常 債 権 892,215 901,487 913,725 21,509 12,238

総　　与　　信　　額　　（Ｂ） 942,949 937,620 949,324 6,374 11,703

（　Ａ　／　Ｂ） 5.38 3.85 3.74 △ 1.64 △ 0.11

25年
3月末

24年
3月末

24年
9月末

（単位：百万円、％）

24年
3月末比

24年
9月末比

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 6,135 8,116 5,747 △ 388 △ 2,368

危 険 債 権 40,507 35,112 30,531 △ 9,976 △ 4,581

要 管 理 債 権 4,091 4,339 4,164 73 △ 175

合　　　計　　（Ａ） 50,734 47,568 40,442 △ 10,291 △ 7,125

正 常 債 権 892,215 901,639 913,725 21,509 12,085

総　　与　　信　　額　　（Ｂ） 942,949 949,208 954,168 11,218 4,960

（　Ａ　／　Ｂ） 5.38 5.01 4.23 △ 1.15 △ 0.78

24年
3月末

24年
9月末

25年
3月末

（単位：百万円、％）

24年
3月末比

24年
9月末比

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 4,764 4,385 3,987 △ 777 △ 398

危 険 債 権 26,079 25,609 23,342 △ 2,736 △ 2,266

要 管 理 債 権 385 515 469 83 △ 45

合　　　計　　（Ａ） 31,230 30,510 27,799 △ 3,430 △ 2,710

正 常 債 権 489,270 503,285 532,562 43,292 29,276

総　　与　　信　　額　　（Ｂ） 520,500 533,796 560,362 39,861 26,566

（　Ａ　／　Ｂ） 6.00 5.71 4.96 △ 1.04 △ 0.75

24年
3月末

24年
9月末

25年
3月末

○ 金融再生法開示債権の残高（要管理債権以 
  下の合計額）は、24年5月にきらやか銀行 
  100％子会社である「きらやかターンアラウンド・ 
  パートナーズ㈱」へ貸出債権125億59百万円 
  を移管したこと等から、24年3月末比151億35 
  百万円減少の355億99百万円となりました。 
○ 子会社へ移管した債権も含めた残高は、事業 
  再生に積極的に取組んでいることから、24年 
  3月末比102億91百万円減少の404億42百万 
  円となり、計画以上に減少しております。 



(2)金融再生法開示債権の保全状況 

①２行合算 

【参考】　24年3月末 （単位：百万円、％）

担保保証等 貸倒引当金

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 4,764 4,764 3,302 1,461 100.00

危 険 債 権 26,079 25,032 21,018 4,013 95.98

要 管 理 債 権 385 230 202 28 59.64

合　　　　　　　計 31,230 30,027 24,524 5,503 96.14

保　全　率
（Ｂ／Ａ）

債　権　額
（Ａ）

保　全　額
（Ｂ）

②きらやか銀行 

○ 金融再生法開示債権の保全率は、73.88％と 
  なりました。  

③仙台銀行 
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７．金融再生法開示債権の状況 

金融再生法開示債権の保全状況（25年3月末） （単位：百万円、％）

担保保証等 貸倒引当金

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 4,704 4,704 2,663 2,041 100.00

危 険 債 権 26,730 20,781 17,358 3,422 77.74

要 管 理 債 権 4,164 817 447 370 19.64

合　　　　　　　計 35,599 26,304 20,469 5,834 73.88

債　権　額
（Ａ）

保　全　額
（Ｂ）

保　全　率
（Ｂ／Ａ）

○ 2行合算の金融再生法開示債権の保全率は、   
  82.00％となりました。 

○ 金融再生法開示債権の保全率は、92.39％と 
  なりました。 

金融再生法開示債権の保全状況（25年3月末） （単位：百万円、％）

担保保証等 貸倒引当金

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 3,987 3,987 2,930 1,056 100.00

危 険 債 権 23,342 21,414 17,956 3,457 91.74

要 管 理 債 権 469 283 226 57 60.31

合　　　　　　　計 27,799 25,685 21,113 4,571 92.39

債　権　額
（Ａ）

保　全　額
（Ｂ）

保　全　率
（Ｂ／Ａ）

【参考】　24年3月末 （単位：百万円、％）

担保保証等 貸倒引当金

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 6,135 6,135 3,638 2,496 100.00

危 険 債 権 40,507 30,797 20,390 10,406 76.02

要 管 理 債 権 4,091 916 476 439 22.39

合　　　　　　　計 50,734 37,849 24,506 13,343 74.60

保　全　率
（Ｂ／Ａ）

債　権　額
（Ａ）

保　全　額
（Ｂ）

金融再生法開示債権の保全状況（25年3月末） （単位：百万円、％）

担保保証等 貸倒引当金

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 8,692 8,692 5,594 3,098 100.00

危 険 債 権 50,072 42,195 35,315 6,880 84.26

要 管 理 債 権 4,634 1,101 673 427 23.76

合　　　　　　　計 63,399 51,989 41,583 10,406 82.00

保　全　率
（Ｂ／Ａ）

債　権　額
（Ａ）

保　全　額
（Ｂ）



８．経営指標 
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９．平成26年3月期 業績予想及び配当方針 

(1)じもとホールディングスの連結業績予想及び配当方針 

(2)子銀行の個別業績予想 

①きらやか銀行 ②仙台銀行 

（単位：百万円）

中間期

経常利益 2,900 800 2,036

当期純利益 2,500 600 1,950

平成26年3月期
（参考）

平成25年3月期
実績

（単位：％）

24年
3月期比

２ 行 合 算 81.08 76.56 △ 4.52

きらやか銀行 74.11 70.91 △ 3.20

仙 台 銀 行 93.47 86.10 △ 7.37

コアＯＨＲ

24年
3月期

25年
3月期

基 準 日 第２四半期末 期末 合計

配 当 予 想 2円00銭 2円00銭 4円00銭

（参考）平成25年3月期 - 1円50銭 1円50銭

年間配当金

○  2行合算のコアＯＨＲ（債券関係損益を除く）は、きらやか銀行及び仙台銀行がともに経費の減少などにより改善したことから、
24年3月末比4.52ポイント改善し、76.56％となりました。 

○ じもとホールディングスの平成26年3月期の連結業績予想は、経常利益29億円、当期純利益25億円を見込んでおります。   
○ じもとホールディングスの平成25年3月期の1株当たりの期末配当は1.5円を予定しております。 
   また、平成26年3月期の年間配当金は4円を予定しております。 

○ きらやか銀行単体ベースでは、経常利益22億円、当期純利益20億円を見込んでおります。 
○ 仙台銀行単体ベースでは、経常利益9億円、当期純利益8億円を見込んでおります。 

（単位：百万円）

中間期

経常利益 900 200 2,429

当期純利益 800 100 2,350

平成26年3月期
（参考）

平成25年3月期
実績

（単位：百万円）

中間期

経常利益 2,200 700 1,143

当期純利益 2,000 600 1,073

平成26年3月期
（参考）

平成25年3月期
実績


